
(例) A駅～F駅の駅間別輸送人員（1日あたり）

○ 線区全体のお客様のご利用状況には、駅間ごとに多寡があるのが一般的です。

○ この凹凸をならして、全てのお客様が起点から終点までご利用いただいたと仮定した場合の
１日１㎞あたりの平均人数を「輸送密度」といいます。
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